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Coを高分散できることも見出した(従来 vs 今回開発 = 小細孔深さ1～4 nm vs 
















なし vs PEG400 vs PEG600 vs P123 = 小細孔ピークトップ細孔径[nm]：3.9 vs 5.4 
vs 6.3 vs 10.2)これら開発した細孔径が大きいバイモダル触媒担体にIW法でCoを
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【論文審査の結果の要旨】 （石原 大輔） 
 
当学位審査委員会は本論文を詳細に審査し、かつ論文審査会を平成 27 年 2 月 9 日公開
で開催し、その発表と質疑応答について審査した。その審査結果を下記のようにまとめる。 














  本論文は六章から構成される。 
  第一章は緒論であり、ＦＴ合成の歴史背景、メカニズムおよび従来のバイモダル触媒
の問題点を解説した。 





  第三章はバイモダル触媒の小細孔深さと FT 合成反応性能の関係に関する研究である。 
ZrSiO4-SiO2 バイモダル触媒の細孔制御、特に小細孔の深さ制御に着目して検討を行った。
その結果、ZrSiO4 担持量の増加や SiO2 細孔径を大きくすることで、大細孔内壁により深い
小細孔を形成できることを見出した。さらにこれらバイモダル触媒担体に IW 法で Co を担
持させると、従来のバイモダル触媒より大幅に Co を高分散できることも見出した(従来 vs 













ことを見出した(添加ポリエーテル：なし vs PEG400 vs PEG600 vs P123 = 小細孔ピークトッ
プ細孔径[nm]：3.9 vs 5.4 vs 6.3 vs 10.2)。これら開発した細孔径が大きいバイモダル触媒担体
に IW 法で Co を担持させると Co 還元度が向上することを見出した(Co 還元度 70% → 75～
79%)。これらバイモダル触媒について、FT 合成反応を行うと、小細孔細孔径が大きいほど
活性が向上することを見出した。Co 還元度向上により、活性点である Co メタルの表面積
が増加したためと考えられる。選択性に関しては、PEG400 を用いて調製した小細孔の細孔
















  上記の内容は国際学術専門誌に英文原著論文 6 報として掲載された。 
  当審査委員会は以上を総合的に判断した結果、審査論文は、触媒化学、有機化学、無
機化学諸分野において、学術的価値のある知見を与えていると判断し、博士の学位論文と
して十分な価値を有し、博士の学位を授与するに値する論文であると判定した。 
